
英
検
準
２
級
相
当
の
生
徒
が

全
体
の

   50
％
を
上
回
る

　

文
部
科
学
省
は
２
０
１
３
年
度
か
ら

毎
年
、
全
国
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
を
対
象
に
「
英
語
教
育
実
施
状
況

調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
社
会
の
持

続
的
な
発
展
を
牽
引
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
の
測
定
指
標

と
し
て
、
高
等
学
校
卒
業
段
階
で
は
「
Ｃ

Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照

枠
）
の
Ａ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
の
割
合

を
50
％
以
上
」
と
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｅ
Ｆ

Ｒ
は
外
国
語
学
習
者
の
言
語
運
用
能
力

を
客
観
的
に
示
す
国
際
標
準
規
格
で
、

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
２
は
英
検
準
２
級
に
相

当
し
ま
す
。

　

大
阪
府
立
の
高
等
学
校
の
場
合
、
Ｃ

Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
の
生

徒
の
割
合
は
、
２
０
１
８
年
度
は
28
・

２
％
で
し
た
が
、
２
０
２
１
年
度
に
は

51
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
短

期
間
で
数
値
が
大
幅
に
上
昇
し
、
文
部

科
学
省
の
目
標
の
50
％
も
超
え
た
背
景

に
は
、
大
阪
府
が
学
校
現
場
と
と
も
に

10
年
以
上
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
英
語

教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

の
成
果
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

府
立
の
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語

教
育
の
歩
み
は
、
常
に
社
会
の
ニ
ー
ズ

と
連
動
し
た
も
の
で
し
た
。
社
内
公
用

語
を
英
語
と
す
る
日
本
企
業
が
登
場

し
始
め
た
２
０
１
１
年
度
か
ら
は
「
使

え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
。
機
器
な
ど
を
活
用
し
た
授
業

方
法
の
研
究
の
一
方
、
学
校
の
枠
を
超

え
て
実
施
し
た
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ク
ラ

ス
制
度
は
参
加
生
徒
に
と
っ
て
学
習

の
動
機
付
け
と
な
り
英
語
力
が
向
上

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
の
「
骨
太
の
英

語
力
養
成
事
業
」
で
は
、
大
学
入
試
や
卒

業
認
定
に
お
け
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
英
語

能
力
テ
ス
ト
）
な
ど
の
外
部
検
定
試
験

の
活
用
を
踏
ま
え
、
英
語
科
教
員
の
指

導
力
向
上
な
ど
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
に
は
、
そ
の
年
の
３
月

に
公
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
「
聞

く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
」
の
英
語
４
技

能
５
領
域
を
統
合
し
た
指
導
が
掲
げ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語

教
員
の
配
置
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に
か
か

わ
る
教
材
・
テ
ス
ト
の
開
発
を
進
め
ま

し
た
。

中
核
教
員
に
よ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
の
実
施

　

こ
こ
ま
で
の
使
え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
骨
太
の
英
語
力
養
成
事
業
は
、

Ｇ
Ｌ
Ｈ
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
を
は
じ
め
と
し
た
特

定
の
高
等
学
校
を
主
な
対
象
に
し
た

施
策
で
し
た
。
そ
こ
で
２
０
１
９
年
度

か
ら
は
「
広
が
る
英
語
教
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
府
立
高
等
学
校

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改

善
）サ
イ
ク
ル
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

デ
ザ
イ
ン
」
を
実
施
す
る
の
が
２
番
目

の
柱
で
す
。同
時
に
、各
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
善
に
つ
な
が
る
４
技
能
の
能
力

を
測
る
ツ
ー
ル
の
開
発
に
も
着
手
し
ま

し
た
。

　

３
つ
目
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
目

標
に
応
じ
た
支
援
」
で
は
、
大
阪
府
教

育
庁
主
催
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン

プ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
し
て
英
語
学
習
へ
の
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
、
各
校
の
希
望
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。
道
案
内
な
ど
の
想
定
場
面
で
英

語
を
使
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
ラ
ン
チ
、
午

後
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
寸
劇
を
作
り
発

表
し
合
う
な
ど
〝
英
語
漬
け
〟
の
１
日

を
過
ご
す
も
の
で
す
。

　

最
後
の
柱
の
「
外
部
人
材
の
活
用

等
」
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
員
の
配
置

が
該
当
し
ま
す
。
任
期
の
定
め
の
な
い

教
員
と
し
て
任
用
し
、
日
本
の
教
員
免

許
状
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
特
別
免

許
状
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
３
年
２
月
末
時
点
で
は
８
名
の

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
員
が
お
り
、
ク
ラ

ス
担
任
を
受
け
持
ち
、
部
活
動
も
指
導

し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
や
部
の
練
習
で
は
英
語
を
積
極
的
に

の
生
徒
す
べ
て
が
英
語
を
話
す
＝
異
文

化
の
人
た
ち
と
も
即
興
的
に
応
答
で
き

る
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
４
つ
の
柱

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目
の
柱
で

あ
る
「
教
員
の
指
導
力
向
上
」
で
は
、

す
べ
て
の
府
立
高
等
学
校
（
２
０
２
２

年
度
に
府
立
高
等
学
校
に
統
合
さ
れ
た

旧
大
阪
市
立
高
等
学
校
は
含
ま
ず
）
か

ら
１
人
ず
つ
英
語
科
教
員
を
選
出
し
、

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
指
導
と
評
価

に
関
す
る
１
年
間
の
研
修
を
実
施
。
こ

の
１
５
０
人
が
英
語
科
の
中
核
教
員
と

な
り
、
各
校
が
自
校
の
実
情
に
応
じ
た

「生きた英語」で話す力を高め、異文化を探究する姿勢をサポート

大阪府立の高等学校における英語教育の歩みは
常に社会のニーズと連動していた

GLHS

大阪府では「知識基盤社会をリードする人材を育成する」を
目的に、府立高等学校の特色作りを進めている。その一環と
して、2011年度に地域バランスなどを考慮した計10校を「グ
ローバルリーダーズハイスクール」に選定。文系・理系ともに
対応した進学指導に特色を置いた専門学科を設置するなど、
卓越性を追求し、日本一の公立高等学校を目指すとしている。

「生きた英語」で話す力を高め、
異文化を探究する姿勢をサポート
「生きた英語」で話す力を高め、
異文化を探究する姿勢をサポート

松
下 

信
之 

氏

今井 尚人 氏

大
阪
府
教
育
庁

教
育
振
興
室 

高
等
学
校
課 

教
務
グ
ル
ー
プ 

首
席
指
導
主
事

大阪府教育庁
教育振興室 高等学校課
教務グループ 主任指導主事

大阪府は2021年9月にすべての府立

高等学校に１人１台端末を導入し、

さまざまな教科でICT教育を推進して

いる。英語では「話す」力を高め、生徒

が異文化の人たちとも即興的に応答で

きるように導いている。大阪府におけ

る高等学校の英語教育のキーマン２人

に、これまでの歩みと現状、今後の方

向性を聞いた。
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使
っ
て
い
ま
す
の
で
、
生
徒
は
普
段
の

授
業
と
は
違
っ
た
生
き
た
英
語
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
型
のC

aLabo®
M

X

が

英
語
学
習
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
支
援

　

大
阪
府
で
は
２
０
２
１
年
９
月
に
全

府
立
高
等
学
校
に
１
人
１
台
端
末
を
導

入
し
ま
し
た
。
小
学
校
と
中
学
校
で
は

１
人
１
台
の
学
習
環
境
が
整
っ
て
お

り
、
せ
っ
か
く
活
用
方
法
を
身
に
付
け

た
の
に
、
高
等
学
校
で
は
使
う
機
会
が

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
今
や
大
学

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
広
が
り
、
就

職
活
動
や
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
収
集
は

幅
広
い
職
種
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
の
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
歩
み
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
常
に
連

動
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
流
れ
も

踏
ま
え
ま
し
た
。

　

対
象
生
徒
数
が
約
10
万
人
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
先
生
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
我
々

は
学
校
現
場
に
お
け
る
１
人
１
台
端

末
の
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

２
０
２
１
年
に
端
末
活
用
促
進
に
向
け

た
３
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
各
校
が
自

校
版
の
利
活
用
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

英
語
学
習
に
関
し
て
も
、
１
人
１
台

端
末
環
境
を
活
か
し
た
個
別
最
適
の
学

び
の
施
策
を
実
行
し
た
い
。
そ
の
一
環

と
し
て
２
０
２
２
年
８
月
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ

教
室
を
持
つ
15
校
に
、
チ
エ
ル
社
の

語
学
４
技
能
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の

CaLabo®
M

X

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

我
々
は
、
大
勢
の
前
で
発
表
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
友
人
と
協
働
作

業
す
る
に
は
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
が
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
使
用
し

て
い
く
方
針
で
す
。
そ
の
上
で
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
持
ち
運
び
可
能

な
端
末
を
利
用
す
る
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
型
の

C
aLabo®

M
X

は
、
自
分
の
ク
ラ
ス
、

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
、
自
宅
な
ど
場
所
を
問

わ
ず
英
語
学
習
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

「
通
じ
た
！
」
と
い
う
経
験
が

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る

　

英
語
を
始
め
と
し
た
外
国
語
の
学

習
で
一
番
大
事
な
の
は
毎
日
触
れ
る

こ
と
で
す
。
少
し
の
時
間
で
良
い
の

で
毎
日
発
音
練
習
す
る
、
語
彙
を
増

や
す
と
い
っ
た
積
み
重
ね
が
力
に
な

る
。
言
い
換
え
る
と
、
英
語
に
触
れ
る

時
間
を
日
々
の
中
で
ど
れ
だ
け
確
保

で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
学
習
場
所
を
問
わ
な
い

C
aLabo®

M
X

は
、
１
人
１
台
端
末
を

有
効
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

導
入
し
て
か
ら
約
半
年

経
ち
ま
し
た
が
、
現
場
の

先
生
か
ら
「
生
徒
の
英
語

の
発
音
が
良
く
な
っ
た
」

と
の
喜
び
の
声
が
数
多
く

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、「
話
す
」
力
を
育
成

す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
シ
ャ
ド
ー
イ
ン

グ
を
行
う
際
に
は
、
録
音

さ
れ
た
音
声
を
全
員
が
聞

き
、
一
斉
に
シ
ャ
ド
ー
イ

ン
グ
を
行
う
し
か
方
法
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

の
活
動
で
つ
ま
ず
く
箇
所

は
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

り
ま
す
。CaLabo®

M
X

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
話
す
」
練
習
を
自
分

の
ペ
ー
ス
で
、
必
要
な
箇

所
も
何
回
も
繰
り
返
し
学

習
で
き
る
の
は
非
常
に
画
期
的
な
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
に
と
っ
て
は
限
ら
れ
た
授
業
時

間
を
有
効
活
用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
英
文
を
読
み
１
人
の

先
生
が
発
音
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
合
、
生

徒
が
英
文
を
読
む
の
に
30
秒
、
そ
れ
に

対
す
る
先
生
の
指
導
で
30
秒
、
合
わ
せ

て
１
人
あ
た
り
１
分
程
度
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
40
人
ク
ラ
ス
で
し
た
ら
そ

れ
だ
け
で
授
業
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。CaLabo®

M
X

な
ら
自
分
の
音
声

を
登
録
し
て
先
生
の
パ
ソ
コ
ン
に
送
信

で
き
る
の
で
、
生
徒
は
自
宅
で
何
度
も

練
習
し
た
一
番
出
来
の
良
い
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
音
声
を
提
出
で
き
る
し
、
先
生
も

空
き
時
間
な
ど
を
使
っ
て
確
認
・
指
導

で
き
ま
す
。
そ
し
て
授
業
で
は
、
生
徒
の

英
語
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
探

究
心
を
引
き
出
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
役

に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
阪
府
の
英
語
教
育
で
は
こ
れ
か
ら

も
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
に
は
「
生
き
た
英
語
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
新

し
い
施
策
を
立
ち
上
げ
、
英
語
を
活
用

す
る
機
会
を
今
よ
り
も
増
や
し
て
、
生

徒
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
を
養
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に

外
国
人
に
英
語
を
話
し
て
「
通
じ
た
！
」

と
い
う
経
験
は
、
生
徒
が
英
語
を
学
習

す
る
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

大
阪
府
教
育
庁
と
し
て
は
、
府
内
の

す
べ
て
の
高
等
学
校
に
お
い
て
、
一
人

で
も
多
く
の
生
徒
が
英
語
で
コ
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。

 先生は「英語のファシリテーター」
生徒の学習意欲を高め、導いてほしい

「生きた英語」で話す力を高め、異文化を探究する姿勢をサポート

「2025年には大阪・関西万博が開催されます。府立高等学校の生徒が外国人観光客と英語でコミュニケーションをとる機会が
あるかもしれません。学習成果を活かして積極的に異文化に触れてほしいですね」と話す松下氏（写真右）と今井氏（写真左）。

――CaLabo®MXの生徒の反応はいかがですか
　一番好評なのがシャドーイング機能です。生徒は自分
の声で録音でき、それをＡＩ（人工知能）が自動採点して
くれます。隣同士で「何点だった？」などと盛り上がって
いました。自分のスピーキング力がすぐに数字で示され
るので練習の成果を実感しやすく、友人同士の競い合い
もあって、英語学習のモチベーション向上にもつながっ
ていると感じます。

――英語が得意な生徒もそうでない生徒も頑張れそうです
　録音した音声がそのままテキスト化されるので、モデル
文と比べることで間違いが視覚的に理解できます。自動
採点という分かりやすいフィードバックによって、「〇〇
点以上出るまで練習しよう」など、自分の英語力に合った
努力が続けやすいのではないでしょうか。

――大石先生の授業運営でのメリットは
　私の授業では、教科書の内容についてコミュニケーショ
ンアクティビティをする前に、読んだストーリーを自分
なりの英文に直して誰かに話す「リテリング」を行ってい
ます。授業内容の復習になるほか、大切な文法や単語を使
う機会になるためです。自分なりの英文をCaLabo®MX
に話して録音すれば、生徒たちは聞き直すことで改善点も
見つけられますし、一対一でテストする時間のないときは
これで一斉にテストも行えます。スピーキング力を鍛える
リテリングにも応用でき、教室でしかできない活動の時間
を確保できる点で非常に便利です。

――ICT教育環境は今後どう変化していくでしょうか
　教育現場では今後ますますＩＣＴ機器が増えていくで
しょう。でも私は「教室で受ける授業」自体はなくならな
いと考えています。40人がともに過ごす空間は、勉強だ
けでなく、人との関わり方を学ぶ場でもあるからです。
さまざまなＩＣＴ機器は、この貴重な時間と空間をより
充実したものにしてくれるツールであり、だからこそ
CaLabo®MXももっと積極的に活用して、生徒のやる気
を引き出す英語の授業に取り組んでいきたいと思います。

大阪府立千里高等学校
英語科教諭
大石 一輝 先生

大阪府立千里高等学校CaLabo®MX活用事例

自分の英語力に合った努力が続けやすい
大阪府吹田市北部の丘陵に1967年に開校した大阪府立千里高等
学校では、2022年夏にチエル社の語学4技能学習支援システムの
CaLabo®MXを導入した。授業の変化や生徒の反応などについて、
英語科教諭の大石一輝先生に話をお伺いした。
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